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悩みつつ活発な活動へ

理事長 髙橋 秀治
たかはし ひではる

ラジオやテレビ

のニュースを聞い

ていると、何とな

く落ち着かない気

分になる。被災５

年目を迎えた東日

本大震災の復興は、

多くの人々の支援

にも関わらずゴールは見えにくいという見

方が強い。また、プロ野球選手の倫理の乱

れもさもありなんである。国政選挙に至っ

ては、会派の動きに振り回されながら、こ

の夏の選挙は参議院ばかりでなく衆議院を

巻き込んでダブル選挙もあり得るとか。お

かげで、６月の日盲社協大会は延期を余儀

なくされそうな雲行きである。

そんな中、３月15日に開かれた日盲社協

の理事会・評議員会では、法人の事業をめ

ぐって強い批判と叱咤激励が寄せられた。

一つは同行援護のレッツゴー事業所の運

営に対する深刻な懸念である。同事業所の

取り扱い数は少しずつ増えてきているが、

まだ人件費を賄えるまでには至っていない

ので、今後どうするかで議論となった。結

論は、利用者増の勢いを維持して財政安定

を遂げるよう、もう１年続行することが承

認されたが、それと関連して本部会計の扱

いは慎重に、と釘を刺された。

二つ目は東京都視覚障害者生活支援セン

ターが、来年４月に都から自立するにあた

って、やはり健全な財政に基づいて進めよ、

という指摘があった。これまでも自立に向

け準備はしてきたが、まだ何が起こるかわ

からない。本部も必要な手だては行うつも

りなので、指定管理30年の歴史を持つ同施

設がどう対応していくのか、その力量を見

せてほしいものである。

三つ目は盲人ホーム杉光園の園長交代の

件である。

昨年末、園長をひかれた与那嶺先生の後

任として、都立文京盲学校で臨床実習助手

や進路指導を43年間行ってこられた高橋喜

美代先生の就任が承認された。「利用者を

長くても３年くらいで社会に送り出す」と

いう同氏の訓練と指導に期待している。

来年度事業では、５部会が特色を打ち出

した。点字出版部会は各自治体が広報を点

字で発行するよう活動を強める。情報サー

ビス部会は点訳・音訳などの技術講習会を

実施する。自立支援施設部会は年内に『施

設における虐待防止・差別解消対応実践解

説書』を発行する。生活施設部会は介護保

険移行で利用者負担が生ずる問題を軽減さ

せるための「65歳問題」解決に取り組む。

盲人用具部会は10月の国際福祉機器展で２

ブースを確保して視覚障害者の機器などを

出展する。

こうして、５部会が十分持ち味を発揮し

て視覚障害者ならびに社会へ訴えていくの

は素晴らしいことである。

隣の部会は何をしているかを互いに関心

を持ち合って、ときには共同で会議や講習

会を開いて率直な話し合いを続けると、互

いの存在感が高まるのではないだろうか。

私たちの周りには、悩みもたくさんある

が、宝物もたくさんあるのである。
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日盲社協盲人ホーム「杉光園」が
さ ん こ う え ん

新緑の季節に第一歩を踏み出しました

常務理事・事務局長 髙橋 秀夫
たかはし ひで お

新緑の季節にな

り、欅の葉は日差

しを乱反射してキ

ラキラ光っていま

す。小学～中学生

時代の我が家は欅

並木に沿って建っ

ており、２階の窓

を開ければ枝に手

が届き、秋は枯葉となって舞い落ちるため、

ご近所仲良く掃除をするのが日課でした。

都会ではいつの間にか人間中心主義の人

が多くなり、自然と共生する社会生活が遠

のいています。「杉光園」の表通りはすっ

かり賃貸オフィスビルや新築分譲マンショ

ンが立ち並び、木造建築物が密集する境界

域までビル群に侵食され、路地裏が消滅の

危機にさらされています。また、昼間人口

流入で自治会活動が形骸化しているそうで

す。

「杉光園」はJR御徒町駅から徒歩15分、

地下鉄日比谷線「仲御徒町駅」から徒歩10

分、地下鉄都営大江戸線「新御徒町駅」か

ら５分です。日本で二番目に古い「佐竹商

店街」を通り抜けた立地条件良好な位置に

あります。この350mほどの商店街に鍼灸や

整骨院など５店舗がしのぎを削って切磋琢

磨の競争を展開中です。昨年はポケットテ

ィッシュのポスティングや飲食店にポケッ

トティッシュを置いてもらうPR活動で、新

規７名の患者の来院がありました。今後は

リピーターになっていただけるようサービ

ス向上に努めて参ります。また、佐竹商店

街とも連携し、各種行事の参加を通じて交

流を図っていきます。

盲人ホームはあん摩マッサージ指圧師、

はり師、きゅう師の免許を有する視覚障害

者で、自営・雇用されることが困難な人を

対象に、就職の紹介や技術指導などを行う

施設です。施設としては、将来自営・雇用

される方向を目指していますが、国家資格

を持たない無免許無資格者が開業している

カイロプラクティｯク、整体、クイック、

気功、アロマテラピーなどが横行している

ため、治療院開業は年々難くなっています。

これからの盲人ホームの方向性は、技術指

導と雇用の融合性を図るシステムを模索す

ることです。特に雇用を目指す利用者のチ

ャレンジ支援は、盲人ホームの優先課題で

あり、利用者を送り出した特別支援学校や

雇用関係でお願いした機関との連携もより

一層強化していかねばなりません。

日盲社協盲人ホーム「杉光園」は本年度、

新園長をお迎えしています。患者ごとのカ

ンファレンスを行い、チーム全体で施術方

針を検討するシステムを導入します。受付

時間を10時30分から18時30分までに変更

し、来院の利便性に応じます。また、ポイ

ントカードの導入で固定患者のサービス向

上に努めます。一方、利用者のライフスタ

イルを尊重し、日盲社協レッツゴー事業所

の同行支援や東京都視覚障害者生活支援セ

ンターの歩行訓練支援にも対応します。盲

人ホーム「杉光園」が新緑の時期に第一歩

を踏み出しましたので、会員施設のご支援

を賜りたくお願い申し上げます。
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決断の時

常務理事 舛尾 政美
ます お まさ み

私が山口県盲人

福祉協会の理事長

に選ばれたのは昭

和56年６月のこと

であった。あれか

ら施設の経営に直

接関わるようにな

って今 日まで40有
こんにち

余年の年 月が過ぎた。振り返ってみると
としつき

当時は施設といっても盲人ホームと点字図

書館それに点字出版所だけであった。

昭和57年４月の山口県盲人福祉大会の決

議を受けて、私は県の老人福祉課に陳情に

行った。

「盲老人ホームを建設したいと言われる

が、資金と土地があって陳情に来るのが常

識ですよ」と課長に厳しく言われた。

私は法人の機関に諮って次のような資金

集めをすることにした。

視覚障害者の団体の会員に寄付を呼びか

けた。竜鉄也を呼んで県内３カ所で歌謡シ

ョーを開いた。県内の自治会に物品販売の

協力を呼びかけた。県下の市町村に１人当

たり10円の補助金をお願いした。そして日

動振から約１億8000万円の補助金を受け、

福祉医療機構からも6130万円の借り入れが

できるようになった。

土地は当初県有地を借りることを考えて

いたがうまく行かず、結局下関市吉見の市

有地約4100㎡を約2500万円で購入すること

にした。５年の年 月をかけて資金を集め、
としつき

土地を取得し、昭和62年３月竣工、４月１

日養護盲老人ホーム春光苑は開苑した。

竣工式で県の課長は「建物はできても入

所者定員50名を確保することは容易ではな

い」と言われた。しかし、２ヶ月後に定員い

っぱいになりその後すべて順調に進んだ。

しかしながら介護保険が始まり措置費が

国や都道府県の負担０となり、市・町の負

担が100％になり、さらに国の方針が施設

から在宅へと変わってのちは、入所者の高

齢化・重度化が進み、さらに入所者の大部

分は寝たきりとなり、手がかかるようにな

って経費がかさむようになった。

食事にしても大部分が車いすで誘導しな

ければならない。入浴も２人がかりで介護

しなければならない。さらに認知の入所者

がだんだん増えて、徘徊など管理が困難に

なっている。こうした中で今年１月には定

員80名が50名を下回る状態になった。

岡山県の養護盲老人ホーム鶴海荘は定員

割れが進み４月に事業廃止を決定したと伝

えられている。春光苑も現状が続けば近い

将来事業廃止を決断しなければならない。

私の持論としては、「寝たきりになれば

特養に行けばいい」のであって、春光苑が

特養化するということは、目的が変わって

きていると考えられる。

目的が変われば春光苑の存在も当然考え

直す必要がある。経費や人手集めの問題は

解決の方法があるとしても、目的が果たせ

ない事業は廃止を速やかに決断しなければ

ならない。近く法人の機関に諮って春光苑

の事業廃止の方向を決定し、決断の時を間

違えることのないよう願うこの頃である。

（山口県盲人福祉協会理事長）
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センターと機能訓練の今後

常務理事 長岡 雄一
ながおか ゆういち

例年通りと言う

のは、多少抵抗が

ありますが、やは

り例年通り、桜は

早く開花し、この

通信が皆様のお手

元に届くころには、

東京の桜は散って

しまっているので

はと思います。

さて、まだ桜の開花の話題もなかった２

月25日。以前から誌上でもお伝えしてきた、

平成29年４月からの東京都視覚障害者生活

支援センターの日盲社協への民間移譲が正

式に決定しました。昭和58年から33年間、

東京都の委託であったり、指定管理であっ

たりしてきたわけですが、いよいよ全面的

に、日盲社協による経営ということになっ

たわけです。

東京都の場合、障害福祉サービスの報酬

以外に、事業所規模に応じて、一定の条件

下で、地元自治体からの補助金が支給され

ます。当センターの例で言えば、２人分に

近い人件費相当ですので、決して少ない額

ではありません。

しかし、やはり、利用される方をしっか

りと確保し、サービスを提供していくこと

が一番になりますので、センターの事業内

容の充実や、広報活動は欠かせないことと

なります。

ただ一方、当センターが提供しているサ

ービスのうち、機能訓練については、セン

ターだけではなく、機能訓練を実施してい

る事業所全体、さらに制度論としてのあり

方も含めた検討が必要なのではと考えてい

ます。障害者自立支援法が総合支援法に変

わっても、この部分は決して改善されたと

は思えないからです。

視覚障害の機能訓練だけでなく、肢体不

自由関係の機能訓練は、介護保険との関係も

あって、非常に厳しい状況に置かれていると

いっても過言ではありません。まだ、介護

保険との関係が薄い、視覚障害関係の機能

訓練は良いとさえ思えてしまうほどです。

一方、視覚障害に関わる訓練には、機能

訓練という障害福祉サービスから離れ、中

途失明者緊急生活訓練事業も存在していま

す。日本各地でこの事業により、様々な形

で訓練が実施されていますし、非常に効果

を発揮しているのではないかと思われま

す。ある意味、機動性にとんだ、柔軟な対

応が可能な制度ではないでしょうか。機能

訓練という、比較的機動性の低いサービス

提供形態側にいる人間にとっては、非常に

羨ましいとさえ感じます。

これは、どちらが良くて、どちらが悪い

といった類の議論とは縁遠いもので、どち

らも必要で、どちらも充実させていかなく

てはならないものです。また、視覚障害の

方のニーズそのものも以前とは違い、さま

ざまな形によるサービス提供を望んでいる

のではと推察されますから、いかにそれら

に応えていくかは、私達、サービスを提供

する側の課題と言わなくてはなりません。

日盲社協の中でも、また、日盲社協の外

でも、議論が大いに盛り上がればと願って

やみません。

（東京都視覚障害者生活支援センター所長）
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レッツゴーで Win－Win 関係を築き上げています

日盲社協レッツゴー事業所所長 髙橋 秀夫
たかはし ひで お

昨年の６月に開所した日盲社協レッツゴ

ー事業所は、会員施設の館報等でPRのご支

援をいただきました。その結果、全国の56

名の方から東京に上京する際にご利用をい

ただきました。まだまだ同行援護事業に対

する周知が足りず、当初計画の利用達成数

に届かず終わってしまいました。この１年

間に観光目的で上京された方は「東京スカ

イツリー」や「東京ディズニーランド」、「コ

ンサート」、「相撲観戦」などでした。後日、

ご依頼をいただきました方から「感謝の言

葉」をいただきますと、この事業を推進し

てよかったと自負しています。

２年目以降も「指定ご寄付」や「本部繰

入金」をお願いしたところですが、会員施

設の皆様にも昨年同様のご支援・ご協力を

賜り、安定した経営基盤の確立をめざして、

ガイドヘルパーと一致団結して邁進してい

きます。よろしくお願い申し上げます。

ぶらぶら歩き・アイサポート東京

およげ「たい焼き」を求めて

今回は花より「たい焼き」を求めてぶら

ぶら散歩してみました。「たい焼き」は薄

皮のサクサク感としっぽまでの「あんこ」

がたっぷりでなくてはダメ。お土産用に箱

に入れてもらった「たい焼き」は、開けた

ときに仮死状態なので持ち帰りは控えまし

ょう。やはり店舗前で袋の中から取り出し

て食べるのが一番。

あなたは頭から、それともしっぽから口

に入れますか？ 私はしっぽから口に入れ

て、次はお腹と頭に向かっていただきます。

焼き立てですので、少しずつ上品に食べて

いきます。途中で袋の端で口の周りを一度

拭きます。食べているのが「たい焼き」で

すから恥ずかしがることはありません。通

りかかった人は、ほとんど「おいしそう」

と言って素通りしていきます。では出発し

ましょう。

◆麻布十番「浪花家総本舗店」（地下鉄南

北線「麻布十番」下車、４番出口）

◆人形町「柳屋」（地下鉄日比谷線「人形

町」下車、Ａ１番出口）

◆根津のたいやき「柳屋」（地下鉄千代田

線「根津」下車、１番出口）

◆四谷見附「わかば」（地下鉄丸ノ内線「四

谷」下車、２番出口）

どのお店も購入には並びますので余裕を

もってお出かけください。さらに詳しくは、

日盲社協レッツゴー事業所のガイドヘルパ

ーにどうぞ（電話03-6240-1714）

３月の「日盲社協レッツゴー事業所」

ホームページより
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＜埼玉大会＞

皆様のご来訪をお待ちしています

日本失明者協会理事長 茂木 幹央
も ぎ みき お

第64回全国盲人福祉施設大会（埼玉大会）

は、平成28年６月23・24日の両日、埼玉県

熊谷市において開催されることとなりまし

た。微力ながら、私の所がその際の主管施

設を務めさせていただくことになりました

ので、よろしくお願いいたします。

熊谷市は、快晴日数が最多日本一で、太

陽エネルギーの活用が期待されているとこ

ろです。ですから、「太陽の町」といって

もよいでしょう。

地元では、「あついぞ！熊谷」といって、

暑さを逆手にとって町のPRをしています。

熊谷駅の北口には、鎌倉時代の前期に活

躍した武将の熊 谷次郎直実の銅像があり
くまがいじろうなおざね

ます。

熊谷市内の小中学校の運動会の際には、

「直 実節」という曲に合わせて生徒達が
なおざねぶし

扇子を持って踊ります。

わが国における女医第一号の荻野吟子
おぎの ぎんこ

も、作家の森 村誠 一も熊谷市の出身です。
もりむらせいいち

熊谷市の隣の行田市は、和田 竜 著の「の
わ だ りょう

ぼうの城」という歴史小説が、2012年に映

画化され、最近脚光を浴びています。

行田にあった「忍 城 」という小さな城
おしじょう

が、石田三 成が率いる大軍勢によって攻
いしだみつなり

められるという戦いを描いたものです。

熊谷市は、埼玉県北部における中枢都市

です。

皆様のご来訪をお待ちしています。

会場：四季の湯温泉

ホテルヘリテイジ

〒360-0103埼玉県熊谷市小江川228番地

TEL 048-536-1212（代表）

日 程

６月23日（木）

12:00～13:00 受付

13:00～13:15 開会式・オリエンテーション

13:30～16:00 研修会

16:10～17:40 事業部会（５部会）

18:00～20:00 交流会

６月24日（金）

09:00～10:30 講演・受賞者懇談会

10:45～12:00 式典（表彰・来賓祝辞等）

主管施設：日本失明者協会

〒366-0811 埼玉県深谷市人見1665-3

TEL:048-573-5222 FAX:048-573-6633
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私達はどう向かい合えばよいのか
～ 障害者差別解消法への取り組み ～

常務理事 長岡 雄一
ながおか ゆういち

４月を迎え、障害者差別解消法がいよい

よ施行されました。日本が障害者権利条約

を締結するにあたって求められる、国内法

の整備を行う上で、肝ともなる非常に大切

な法律です。

自立支援施設部会では、すでに施行され

ている虐待防止法なども合わせ、施設（事

業所）の職員である私達が、これらにどう

臨んでいけばよいのかを、今年１年かけて、

冊子にまとめることにしました。

障害者全体に関わる法律ではあります

が、それぞれの障害によって、注意する点

などは変わってくるのではと考えたからで

す。たとえば、虐待における「放置」の問

題一つを扱うにしても、視覚障害者にとっ

ては、他の障害者にない場面での「放置」

が考えられるわけです。

そうした観点から、総論的な、一般的な

内容ではなく、できるだけ実際の場面に即

した形での内容にしていこうと構想を練っ

ています。

さて、障害者差別解消法に話題を戻しま

しょう。

法律は、共生社会の実現に向け、障害者

が日常生活などで関わる全ての分野を対象

としています。そして、行政機関や事業者

等に対して、不当な差別的取り扱いの禁止

や合理的配慮の不提供の禁止を求め、それ

らを法的義務としていますが、事業者等の

合理的配慮の件についてだけは、努力義務

という扱いになっています。

また、雇用主が、障害者である労働者に

対して行う、障害を理由とした差別に関して

は、障害者雇用促進法の定めるところによる

ので、差別解消法からは外されています。

さらに、これらはあくまでも、行政機関

や事業者等と障害者の関係の中で生まれて

くる差別を扱っており、個人的な関係で障

害者と接する場合等については、対象とは

なっていません。

本音を言えば、私達、福祉事業の現場で

働く者にとっては、仕事として日常的に障

害者に接しているそれぞれの場面におい

て、実際に差別という問題が生じていない

のか、非常に気になるところではあります。

そして、それは時には意識しない状態でも

起こり得ることも、肝に銘じておかなけれ

ばなりません。

不当な差別的取り扱いとはどういうもの

なのか。厚生労働省の記した「障害者差別

解消法 福祉事業者向けガイドライン」に

は、「サービスの利用に必要な情報提供を

行わないこと」という例が載せられていま

す。視覚障害者にとっては、他の障害の方

以上に切実な筈です。

また、合理的配慮とはどういうものなの

か。同じガイドラインには、「それ」「あっ

ち」などと表現せず、具体的に説明を、と

記されています。

どれも常にある差別という感じさえしま

す。これらをひとつひとつ、十分自覚がで

きるような冊子が作成出来たらと思ってい

ます。

（東京都視覚障害者生活支援センター所長）
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平成27年度

第34回音訳指導技術講習会

（第13回認定者対象講習会）

日盲社協･音訳指導員研修委員長 高橋三智世
たかはし み ち よ

平成27年11月11日（水）12:30～11月13

日（金）12:30、東京都港区の霊友会釈迦

殿小谷ホールにおいて標記講習会を受講者

154人で実施した。

講義内容は、以下の通り。

第１日目 11月11日（水）

①視覚障害者福祉概論

講師：立花 明彦

これからの、情報提供者としての活動に

不可欠である「障害者差別解消法」、「図書

館サービス」および「合理的配慮」につい

て、今後の音訳活動につなげて説明した。

②ボランティア養成概論

講師：服部 敦司

音訳者の役割である「目の変わり」とし

ての情報提供について、当事者でもあり、

ボランティア養成者でもある立場から、「必

要とされる情報」を偏らなく提供すること

が大切である事をサピエでの製作数とボラ

ンティア数などで説明した。

③音声表現技術Ⅰ

講師：安田 知博

発声・発音の基礎から、呼吸法までを実

際に受講者に体感させながら説明した。ま

た、呼吸法の取得方法や調音についても練

習方法を示し、普段の講習会などでの実践

方法を受講者に伝えた。

第２日目 11月12日（木）

①処理技術Ⅰ 活字符号の処理

講師：熊谷 成子

活字符号等の処理に関する基本事項と専

門的な視野からの様々な事例を示しなが

ら、養成に必要なポイントを説明。及び、

実際の音声を聞かせ処理体験もさせ考え方

を定着させた。

②処理技術Ⅱ

担当：音訳指導員研修委員会

処理の度合い、表現の注意点、文章化の

基本の説明と処理の考え方を 写真・図・

グラフ等の視覚的資料事例により具体的に

説明した。

③音声表現技術Ⅱ（伝わる読み）

講師：恵美 三紀子

事前に受講者対象のアンケートをとり、

普段、音訳の指導の場で困っていること、

難しいと思われることなどを踏まえた上

で、広い意味での音声による情報の伝達と

いうことについて、その役割、その指導方

法について説明した。



9

④調査技術

講師：襟川 茂

正確な内容で製作するための調査の必要

性を説き、読みの調べ方によって内容が変

わってしまうことの例を示し、多岐に渡る

情報提供のためのレファレンスブックやイ

ンターネットサイトの利用方法を説明し

た。

第３日目 11月13日（金）

①録音技術

講師：堀江 達朗

認識にバラつきのある「適正録音レベル」

について確認。マイクなど録音機器の特性

を知ることで、いかに安定した音質を保持

するかを解説。その他、雑音に対する意識

や対処法について説明した。また、質疑応

答の形式で、録音についてのトラブル・疑

問点について回答。新しいＯＳに対応した

オーディオインターフェースについても回

答。

②校正技術

講師：香川 恵

校正についての「共通の基準・認識」の

重要性を説明。そのほか、校正者の位置づ

け、校正レベル、校正者の適正について説

明。また、実際の校正指摘事例を示し、そ

の妥当性について説明した。さらに、ワー

クショップ方式で校正の在りかたを示した。

＜成果＞

講習会終了後に行ったアンケート結果

は、概ね満足のゆく講習会だったとの意見

が多かった。中でも、講義については内容

が濃く幅広くて満足、当事者の講師の講義

である、障害者概論、処理についての考え

方・方法に触れたこと、発声等の指導が新

鮮であったと評価が高かった。会場につい

ては今回初めての施設であったが 広くて

良いという声も多かった。広い会場のため、

ややスクリーンの文字が見えにくかったな

どの意見もあったが、希望者全員の受講を

受け入れることができた。総合的に各々の

施設・団体に持ち帰りすぐに実践に役立つ

事ができるような手ごたえを感じたとの意

見も多かった。

講師

氏名 肩書き

立花 明彦 静岡県立大学短大部社会福祉学科准教授

服部 敦司 枚方市立中央図書館職員

安田 知博 フリーアナウンサー、音訳指導者

熊谷 成子 元静岡県点字図書館職員

恵美 三紀子 元全国視覚障害者情報提供施設協会録音委員会委員長

襟川 茂 元京都ライトハウス情報ステーション職員

堀江 達朗 東京ヘレン・ケラー協会点字図書館職員

香川 恵 香川県視覚障害者福祉センター職員



楽しかった熊本研修会

―― 生活施設部会の施設長

並びに職員研修会 ――

生活施設部会長 茂木 幹央
も ぎ みき お

平成27年度生活施設部会の施設長並びに

職員研修会を11月26・27の両日、熊本市内

の熊本ホテルキャッスルと加藤神社を会場

に開催しました。

当番施設の社会福祉法人日生会と盲養護

老人ホーム熊本めぐみの園の皆様のご尽力

により、大変楽しく有意義な研修会でした。

ここに改めて感謝と御礼を申しあげます。

まず初日の研修会について報告します。

講演Ⅰは、社会福祉士の長島日出子先生

による「認知症サポーター研修」でした。

認知症者には声かけをすることが大事

で、急がせない、自尊心を傷つけない、そ

の人の人間性を見つめて一緒に生きていく

という態度が大事であるというような内容

に感銘を受けました。

講演Ⅱは、加藤神社湯田榮弘名誉宮司に

よる「今、なぜ、清正公さんなのか」とい

う話しで、この時は、会場をホテルから加

藤神社に移動しました。加藤神社の御祭神

は、加藤清正公で、湯田先生から清正公に

ついて色々なお話を伺いましたが、その中

で私の記憶に特に残っているのは、「財を

残さず人を残すというのが清正公の心であ

る」という一節です。なお、講演Ⅰと講演

Ⅱとの間に、熊本城での散策があり、その

スケールの大きさに驚きました。

研修会終了後、城彩苑「ぎんなん」とい

う料亭で、夕食・交流会を開催しました。

夕食・交流会では、当番施設の皆様の温

かいご配慮が随所ににじみ出ておりまし

た。「馬肉入りシチュー」の、なんと美味

しかったことでしょう！

次に、11月27日のことについてご報告い

たします。

９時から10時45分まで、「施設並びに通

所・居宅における課題と対策」というテー

マで分科会を開催しました。

分科会は、二つのグループに分かれて実

施しました。

処遇困難者のこと、認知症者のこと、難

聴者のこと、マイナンバーのこと、看取り

介護のこと、入所待機者の状況のこと、職

員の他の職種との連携のことなどについて

話し合いました。

分科会終了後に、閉会式を行いました。

閉会式終了後に、当番施設のご好意で昼

食をご用意いただきましたことには、大変

恐縮をした次第です。

それから、職員の方に、ホテルの玄関か

ら福岡空港の玄関まで車でお送りいただ

き、本当に助かりました。

おかげさまにて、何ひとつ不自由のない

快適な研修旅行をすることが出来ました。

10



11

平成27年度

自立支援施設部会職員研修会報告

自立支援施設部会長 山下 文明
やました ふみあき

自立支援施設部会では、平成27年度職員

研修会として平成27年11月19・20の両日に

わたり、日本盲導犬協会神奈川訓練センタ

ーにて開催しました。

本年度研修会では「移動支援」をテーマ

に、全国の会員施設から61名と多くの参加

で大変盛況のうちに終わりました。

以下、今回主管施設としてご尽力いただ

いた日本盲導犬協会が発行する『盲導犬く

らぶ』第81号からの抜粋です。

今年のテーマは、同行援護、白杖、盲導

犬の３つの「移動支援」について。参加者

61人と例年を上回り、関心の高さが伺えま

す。視覚障がいの方が、自身にあった歩行

を選択しQOLをあげていくことは、自立と

社会参加に欠かせない重要な課題といえま

す。

研修会では５つの講演とパネルディスカ

ッションが行われ、現場での課題などにつ

いて意見交換も行われました。制度や地域、

担当者の理解度によって視覚障がいの方が

受けられるサービスに格差が生じてしまう

ことなど課題があがりました。協会からは、

盲導犬とはどんな犬なのかVTRを使い分か

りやすく説明しながら、視覚障がいの方が

安心納得して盲導犬歩行を選択できるよう

サポートしていく重要性を伝えました。

刻々と変化するニーズに応えるため、そ

れぞれの専門家が連携していくことを改め

て確認しました。
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平成27年度

点字出版部会

職員研修会報告

日本ライトハウス

点字情報技術センター 高橋 昭衣
たかはし あき え

平成27年度の点字出版部会職員研修会

が、12月３日・４日に「ひろしま国際ホテ

ル」（広島市）を会場に、16施設32名の参

加のもと開催された。

１日目①「日本の点字出版の歴史とこれか

ら」講師：ロゴス点字図書館髙橋秀治館長

日本における点字の採用からはじまり、

点字がどのように広がっていったかを点字

印刷や点字製版機の歴史とともに系統だっ

て説明され、現在点字の置かれている状況

はどうなのか、どのような問題があるのか

について述べられた。

点字の世界は、パソコンの登場により、

視覚障害者も墨字を書くことが出来、情報

入手・発信がしやすくなり、視覚障害者の

社会参加に大きな影響を及ぼしたが、医学

の進歩により、高齢の中途失明者が多くな

ったこと、点字を習得しなくとも日常生活

がおくれるようになり、録音図書を利用す

る人が増えたこと、自治体の入札制度によ

る行き過ぎた価格競争など、これらのこと

が点字出版所にとって大変厳しい状況を作

りだしている。点字は大切な文字であり、

この点字文化は守っていかなければいけな

い。そして、点字製版機や印刷機の維持も

含め、点字出版所は、今こそお互いに助け

合い進歩していかなければいけないのでは

ないかと締めくくられた。

１日目②「被爆地ヒロシマの復興と障がい

者福祉の歩み」講師：元福山平成大学福祉

健康部藤井悟教授

３名の被爆体験者を紹介しながら、戦争

当時の日本の状況、原爆投下後や戦後の様

子について、実話をおりまぜながら話をさ

れた。戦後10年は占領軍によって被爆につ

いてしゃべることが禁じられたこともある

が、多くの被爆者が自分だけが生き残って

しまったという自責の念を持っており、当

時のことについて話をすることが出来ない

という。

戦争は、敗けた国だけでなく勝った国か

らも犠牲者を出し、障害者や赤ちゃんなど

弱き者から犠牲になってしまう。平和記念

公園の原爆死没者慰霊碑に刻まれた「安ら

かに眠ってください 過ちは繰り返しませ

ぬから」という言葉のとおり、経験から何

を学ぶのかということが大事であると述べ

られた。
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次には、自立支援法、差別解消法といっ

た社会福祉法を取り上げ、これらの法律は

健常者中心の法律になってはいないか。当

事者である障害を持った人たちがどんどん

声をあげていかなければいけない。法律を

作るだけではいけないのだと熱く語られ

た。様々な運動や働きかけにより法律が制

定されたが、「制定されたことに満足する

のではなく、さらに私たち自身がこれから

もっと法律をより良くしていかなければな

りません」と述べ締めくくられた。

１日目③「視覚障害教育と点字教科書」

講師：広島大学大学院教育学研究科牟田口

辰己教授

文科省著作点字教科書について定めた法

律を紹介された後、実際に点字教科書を作

っていく中で、どのように編集が行われる

のか、基本的には原典に沿った点訳を行う

が、場合によっては差し替えを行うことも

あるなど具体例をあげながら編集する上で

気をつけていること等をお話しされた。ま

た、教科書の選定は、点訳のしやすさ、使

いやすさ、弱視の生徒も使用するので、弱

視の生徒にも配慮しながら進められる。

次に、文科省著作点字教科書がどのよう

に始まったのか、現在の点字教科書事情、

全国の盲学校の現状を学校数や生徒数とい

った数字を提示しながら情報提供された。

最後に文科省の報告資料の紹介の中に盲学

校など特別支援学校での一人あたりの教育

費比較表にあげられている数字を出された

が、生徒数が減少しているにもかかわらず、

一人あたりの教育費の金額は上がらずに逆

に下がっており、教育に当てられる費用が

減らされている現状に愕然とさせられた。

２日目①「先達の原風景を訪ねて ～ 我々

に与えられたミッション」講師：広島国際

大学医療福祉学部關宏之特任教授

リハビリテーションに携わってこられた

關氏は、障害者福祉の歴史について語られ

た後、自身が以前に勤務していた日本ライ

トハウスでの生活訓練について話をされ

た。時には行き過ぎることもあったそうだ

が、おおらかで熱意にあふれた当時の話は、

あまり生活訓練の場と直接関わることが無

い点字出版所として、どのような点字を求

められているかを考えさせられた。

次に、關氏のもとに相談のあった例をあ

げながら触知図についても言及された。

触知図自動作成システムの研究開発が大

学の研究室で行われているが、一見便利な

システムに見えても実際には、地図があれ

ばどこへでも行けるわけではなく、現在位

置の情報などがなければ意味がない。点字

出版部会が一丸となって、本当に求められ

る点字情報を発進していって欲しい。そし

て、外部への働きかけもどんどんやって欲

しいと締めくくられた。

その後、部会から選挙プロジェクトなど

の報告、各施設との情報交換の時間へと移

った。今回は１日目の髙橋氏の講演でも取

り上げられたが、自動点字製版機について、

特に不具合の対処法について、他の出版所

ではどうしているかが話題にのぼった。各

施設ともに苦心しており、点字出版所の業

務になくてはならない自動点字製版機や点

字印刷機の行く末は、点字出版部会全体の

問題として取り組んでいくべき課題である

ことを認識させられた。
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「選挙公報点字表記委員会」設置の

経過及びその活動・課題

日本盲人福祉委員会視覚障害者選挙情報支援プロジェクト

選挙公報点字表記委員会委員長 渡辺 昭一
わたなべ しょういち

現在の日本においては、視覚障害者が点

字投票することは普通に認められているが、

投票の前提となる選挙公報の点字版は未だ

に発行されていない。視覚障害者団体は「全

文点訳の選挙公報」の発行を要求している

が、公職選挙法や地方自治法に点字選挙公

報発行の規定は設けられていない。このよ

うな状況の中、視覚障害者情報提供施設等

は、視覚障害有権者の投票の有力な判断材

料を提供すべく、活動を継続してきた。

そして、短期間に大量の選挙公報を製作

するためには、複数の製作施設が集まり、

プロジェクトチームで取り組まなければな

らないことから、①日本盲人会連合・日盲

社協・全国盲学校長会で構成する日本盲人

福祉委員会（日盲委）内に、2004年、視覚

障害者選挙情報支援プロジェクトを発足

し、②点字版選挙公報は、公職選挙法の第

148条に基づき報道・評論の一環として認

められているので、新聞か雑誌の体裁を整

える必要があることから、毎日新聞社の了

解を得て、発行紙名は『点字毎日号外 選

挙のお知らせ』とした。つまり、発行は日

盲委、編集は点字毎日が責任を負うことと

なった。

プロジェクトでは、2014年の衆議院選を

含め８回の国政選挙の点字版「選挙のお知

らせ」の製作を手掛けた。初めの頃は、誤

りなく投票日に間に合うよう製作すること

に集中したが、活字原文の忠実な点訳を求

められる選挙公報の性質と、点字出版所間

の点字表記の微妙な違いの調整を求める声

が、点字毎日から提起された。

そこで同プロジェクトは2009年に、点字

版部会内に本「選挙公報点字表記委員会」

を設置し、選挙公報における点字表記のあ

り方について諮問した。委員会は2010年に、

一定の結論をまとめて、日盲委理事長宛に

答申を行い、いったん解散した。ところが、

プロジェクト加盟施設等でない施設で作成

された点字版選挙公報の点検を行ったとこ

ろ、見過ごすことができない問題点が浮き

彫りとなり委員会を常設することとなった。

委員会の活動としては、答申に盛り込ま

れた職員向け研修会の企画・資料製作・講

師派遣をはじめ、プロジェクト内外で作成

された点字版選挙公報の点検作業を行って

いる。その一つの集約点として、2015年に

点字と墨字で『点字版選挙公報製作必携』

を日盲委から発行した。

今後とも、より質の高いものを製作して

いくために、職員研修会および点字版選挙

公報の点検は欠かすことができない。また、

加盟施設等の意見調整を図りながら、点字

表記の統一に向けて協議を継続していくこ

とも大切である。そして、法律に基づく点

字版選挙公報の実現を展望して、加盟施設

等の力量を、より高めて行くことが最大の

課題である。

（京都ライトハウス情報製作センター所長）



15

サピエ図書館を将来にわたって維持するために

―― 機器リニューアルに向けてご理解を！ ――

日本点字図書館館長 杉山 雅章
すぎやま まさあき

ゴールデンウィ

ークを挟んだ４月

下旬から５月中旬

まで、サピエは、

サーバ機器類のリ

ニューアルを行い

ます。このためこ

の間は、サピエの

サービスを利用することができません。こ

れまで小規模な改修や、部分的な修理のた

めに停止したことはありましたが、機器を

全く新たなものに入れ替える工事は、今回

初めて行います。とても大規模な工事にな

るため、停止期間も長くなってしまいます。

皆様には大変ご迷惑をお掛けいたします

が、何卒ご理解の程、よろしくお願い申し

上げます。

サピエを将来にわたって安定的に維持し

ていくためには、このサーバ機器類のリニ

ューアルを約５年毎に行わなければなりま

せん。その費用をどのように予算化するか、

日本点字図書館（日点）では様々な検討を

重ね、この度ようやく機器のリニューアル

を行うことになりました。ここでは、ここ

に至るまでの検討経過とその意味について

ご説明いたします。

サピエ（視覚障害者情報総合ネットワー

ク）は、全国の点字図書館、公共図書館な

どの施設が参加し、視覚障害者等にさまざ

まな情報を提供する日本最大のネットワー

クシステムです。その中心となるサピエ図

書館は、点字図書約17万タイトル、音声図

書約７万タイトルを保有する電子図書館で

す。このサピエは、多数のサーバ機器類と

コンテンツを保管する大容量のストレージ

で構成されているため、機器をリニューア

ルするには多額の費用が必要になります。

皆様ご存知のように、サピエは2009年度

厚生労働省の補正予算約４億円によりシス

テムを開発し、コンピュータ機器類を一括

購入しました。機器類の保守費とサピエ図

書館システムの保守費は、厚生労働省から

補助金として毎年予算化され、日点に委託

されています。

しかし、毎年の保守費は予算化されてい

ても、新たな機器を購入する費用は予算化

されていません。この費用をどのように捻

出するかは、サピエの運用を開始してから

抱えていた大きな課題でした。

コンピュータ機器類は、故障時に部品供

給が保証されている保守期間内（約５年）

にリニューアルする必要があります。サピ

エがサービスを開始してから３年が経過

し、機器のリニューアル費用を具体的に検

討する時期になりました。

サピエを今後どのように維持していくか

について、厚生労働省は2012年に日点、全

国視覚障害者情報提供施設協会（全視情

協）、それに外部委員が参加する「サピエ

の管理・運営に関する懇談会」を作り、３

回にわたって議論を行いました。しかし、

結果としては、新しいサーバ機器類を購入
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する予算を捻出するまでには至りませんで

した。システムの管理に責任がある日点と

しても、独自の予算でそれを賄うことはと

てもできません。つまり、このままでは数

年後にサピエはストップしてしまうことに

なるのです。

2015年度、いよいよ機器の保守期間が切

れる年になり、厚生労働省は２年間の延長

保守費を予算化しました。延長保守とは、

契約期間内に故障した場合でも、機器の部

品供給を約束するというものです。ただし、

この延長保守のさらなる延長はできませ

ん。厚生労働省からは、「この２年間でサ

ピエの今後について検討し、対策を立てる

ように」という話がありました。新たな予

算はないため、毎年予算化される補助金の

中で、これまで通り保守管理を行い、さら

に機器のリニューアルもできるようにしな

ければなりません。しかも、これを２年以

内に実現する必要があります。

この困難な課題に対し、日点はあらゆる

可能性を模索しました。全視情協とも協議

し、それまでサピエが持っていた４つの機

能のうち、地域生活情報、図書製作支援の

２つの機能は、全視情協自身でサーバを手

配し、システムの保守を行うことになりま

した。また、ポータルサイトは仕組みをシ

ンプルにして、サピエ図書館サーバ内に移

設することにしました。これによりポータ

ルサイト、地域生活情報、図書製作支援の

３つのサーバが不要になります。このシス

テム改修工事を昨年７月に行いました。

この改修により、日点が管理するシステ

ムのうち、機器のリニューアルの必要があ

るのは、サピエ図書館関係の機器類に絞る

ことができました。サピエ図書館には、コ

ンテンツを保管する機能、会員情報を管理

する機能、コンテンツをアップロード・ダ

ウンロードする機能など７つの機能があ

り、現在はそれぞれ独立したサーバ機器

で運用しています。これらの機器の効率

化について、相談していたコンピュータ

会社の中で、(株)日立システムズから最

新のクラウド技術を使うことにより費用

を大きく低減できるという提案があり、

同時に機器の保守管理についても費用低

減の提案がありました。そこで具体的に

技術的な仕様を詰め、価格交渉を何度も

行い、ついに補助金の予算内に収められ

る見通しがたちました。

最後の課題は、既存機器から新機器へソ

フトウェアやデータを移す移設費（約500

万円）の捻出です。これ以上のコストダウ

ンはどこにも依頼できませんので、この費

用については日点が自己負担することにい

たしました。

これでサピエ図書館関係の機器購入費及

び、保守管理費を厚生労働省の毎年の予算

内で賄うことができるようになり、サピエ

図書館を将来的に安定して維持できること

となりました。

皆様には長い間ご心配をお掛けしており

ましたが、これで厚生労働省の補助金が維

持される限り、サピエ図書館を継続できる

ようになりました。昨年から機器リニュー

アルに向けての準備を進め、関係団体・企

業とも日程調整を行い、いよいよその工事

を４月28日から５月16日にかけて行うこと

になったのです。

文頭でも申し上げましたが、この間サピ

エのサービスは利用することができませ

ん。停止期間が長くなり、皆様には大変ご

迷惑をお掛けしますが、サピエの将来に向

けての大切な工事であることをご理解のう

え、よろしくご協力くださいますよう重ね

てお願い申しあげます。
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サピエはなぜストップするのか？

日本点字図書館理事長 田中 徹二
た な か て つ じ

私はサピエのヘ

ビーユーザーで、

毎日アクセスして

いる。外で飲んで

帰ったときには、

さすがにパソコン

は触らないが、次

の日には２日分検

索する。というのは、週刊誌や月刊誌が、

日々アップロードされているからだ。

週刊誌は、『週間文春』や『週間朝日』

など４誌、月刊誌は、『文藝春秋』や『世

界』など５誌を必ず読んでいる。

そのほかに小説をたくさん聴いているの

で、年間何冊読んでいることになるのだろ

うか？ 週刊誌、月刊誌で260冊であるか

ら、400冊近くになるかもしれない。私の

趣味は読書と大きな顔で言えるようになっ

たのだ。

もちろん週刊誌や月刊誌は飛ばし読みす

る。ちょっと聴いてつまらないものは、ど

んどん飛ばす。

さらに、２・３倍速で聞くので、週刊誌

は、たぶん１時間も聴いていないと思う。

それでもテレビやラジオのニュースでは知

り得ない内容がわかる。美容院でしか、週

刊誌をほとんど見ない家内に、ベッキーの

問題や甘利大臣の秘書のこと、清原の過去

など、とくとくと説明できるようになった

ものだ。

「それがどうした。つまらないことだ」と

言われてしまえば、それまでだが。

テレビといえば、ＮＨＫのニュースや大

河ドラマ、朝ドラぐらいしか見ない私には、

ベッキーなど初めて聞いた名前だった。

サピエの利用者にとって、週刊誌の全文

の中から、好みの記事が読めるなど、２・

３年前までは夢の夢だった。この気持ちは、

たとえ点字図書館の職員でも、晴眼者には

とても理解できないと思う。その人たちに

とって、サピエがどうなろうと痛くも痒く

もないからだ。

そのサピエが３週間近くストップしてし

まうことになった。その間、サピエにアク

セスできないとすれば、サピエ依存症の身

にとってはたいへん辛い。

新システムに安全に移行するために、こ

れくらいの時間が必要だというのである

が、読むものがない休日をどう過ごすか、

私にとっては大きな悩みである。

厚労省から、サピエを継続するための補

正予算は出ない、と言われたときの私が、

いかに大きな衝撃を受けたかご想像いただ

けると思う。日点にはとてもそんなお金は

ない。一時は、サピエの継続は絶望的だと

大いに苦しんだものである。

ところが、時代が助けてくれた。サピエ

がスタートした６年前に比べると、技術の

進歩に伴う新しい環境ができていた。この

辺の事情については、杉山館長の文を読ん

でいただければわかると思う。

新システムが将来継続することを思え

ば、３週間やそこらの中断はがまんしなけ

ればならないのかもしれない。
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点字資格の社会化に向けて
―― 点字技能検定試験と

点字技能チャレンジ講習会 ――

NPO法人
日本点字技能師協会理事長 中山 敬

なかやま けい

今の社会は多様性と専門化がキーワード

で、幅広いニーズにきめ細かなサービスが

求められます。そのために、人は限られて

いるのに限りなく忙しくなっています。そ

れでも、専門家に聞いてユーザーが満足す

るような仕事をしよう､という声があるこ

とは携わっている人間にとって本当にあり

がたいことです。

はたして、点字も同じように聞いてもら

えているでしょうか。生活のなかに点字表

記は増えましたが､その点字を読むと「な

んで私たちにちょっと聞いてくれないのか

なあ？」と思うことがよくあります。墨字

を点字にするにはそれなりの知識や技術が

必要だ、という認識が社会一般のなかでは

まだまだ広まっていないことを示している

と思います。

１．社会課題としての点字資格

点字の専門家はどこに？ いや、自分で

学んで点字の資格を取りたいと思い立った

らどうすればいいのでしょうか。

仕事で英語の資格が必要だから英語検定

試験やTOEIC試験を受けよう、普段使って

いる漢字をもっと勉強するために漢字検定

試験を受けよう、そんなときは本屋さんに

行けば墨字の過去問や参考書が簡単に手に

入ります。また、手話通訳であれば厚労省

のホームページに資格についての情報が載

っています。

ところが、点字の資格についての書籍類

は、本屋さんにずらっと並んでいるわけで

はありません。手話と違い厚労省のホーム

ページにも説明はされていません。日盲社

協のホームページにたどりついたとしても

「社内検定試験」とあり、募集要項の受験

資格を読んでも誰でも受けられるとは読み

とれません。

点字に興味を持ち、何か資格が取れない

かとせっかく日盲社協のホームページを読

んだ人たちに、「社内資格」であることで

点字への道を閉ざす結果となっているかも

しれないのです。

一方、４月から障害者差別解消法が施行

されました。行政や民間企業が視覚障害者

への配慮として、点字で情報提供しようと

心に決めたとき、点字の専門家にたどりつ

きにくいことも問題です。このような状況

のなか、点字資格を公益性や社会資源とい

う視点で再度検討することも必要ではない

でしょうか。

２．点字情報環境をより良くするために

点字による情報提供にかかわる問題の解
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決の道すじを、皆様と検討したいと思って

います。国家資格はすぐに実現できるもの

ではない今、すでに存在する資格「点字技

能師」を広く社会にアピールすることが重

要であると考えます。

日本点字技能師協会（日点協）は、点字

担当者の技能の向上を図るだけでなく、点

字技能師の育成を目的に点字技能検定試験

（検定試験）の解説書を発行し、受験しよ

うという方たちを対象とした「点字技能チ

ャレンジ講習会（チャレンジ講習会）」を

毎年実施しています。この活動は日点協の

ためにというより、点字の有資格者を増や

すことが、点字情報環境の改善にとって欠

かせないとの認識から行っているもので

す。皆様にもそれに共感していただき、ぜ

ひご協力いただきたいと願っています。

３．検定試験とチャレンジ講習会につい

てのお願い

皆様方各施設の職員・点訳ボランティア

の方々に、検定試験受験を積極的にすすめ

てください。有資格者を増やすことが大切

だからです。皆様の施設には点字技能師と

同等以上の技能を持っている人材が多数お

られるはずです。なかには学科試験の障害

者福祉等に自信のない方もおられますが、

そのような方々にはチャレンジ講習会の受

講をすすめてください。

チャレンジ講習会では、試験の概要、解

答の書き方など受験にあたっての注意点、

『表記法』の重要ポイント、関連する日本

語の知識、障害者の福祉や教育・点字の歴

史などの講座と、２時間半にわたる実技科

目の模擬試験を行っています。受講者から

は、「去年実技試験で落ちた理由があらた

めてわかった気がします」「今日は全国か

ら点字技能師を目指す方が集まっておられ

て心強く感じました」などの、実際的で、

仲間がいると思えることが大切だとの感想

をいただき、毎年何人かが合格しています。

この「チャレンジ講習会」に日盲社協の協

力や後援をいただけないでしょうかという

のが二つ目のお願いです。

４．解答の公開、初級試験、資格の整理

次に、日盲社協のホームページでの検定

試験について、「だれでも受験できる」こ

とがわかるような表現にしませんか？ そ

して試験の解答を公開することを要望しま

す。解答の公開は、試験の信頼性を高める

ことにもなります。

また、点字初心者のモチベーションを保

ち、点字従事者のすそ野を拡げるために、

現在の試験と並行して点字初心者を対象と

した「初級試験」を実施することを提案し

ます。

点字技能師と点字指導員の二つの資格

の整理に関する昨年の日点協からの提案

についてもぜひ推進してくださるよう期

待します。

５．きめ細かな情報のために

点訳ボランティアの働きやサピエ図書館

により、点字使用者の読書環境はかなり充

足されてきました。それにひきかえ、税金

や社会保険料などの個人情報の微妙な内容

のものほど、点字での情報提供は遅れてい

ます。この遅れへの対応や提案ができるよ

うに、日盲社協または情報サービス部会と

して働きかけができればと思っています

し、そのための一つの手段として点字資格

を社会に広めることが肝要ではないでしょ

うか。



日盲社協事務局だより

法人名称・施設名称変更

＜自立支援施設部会＞

◆社会福祉法人広島聖光学園「障害者支援

施設広島聖光学園」は、平成28年７月から

法人名が社会福祉法人聖光みのり会に、平

成28年４月から施設名が、「障害者支援施

設みのり聖光学園」に変わります。

※同施設の住所・電話番号等は従来通り

で変更はありません。

＜生活施設部会＞

◆社会福祉法人広島聖光学園「盲養護老人

ホーム白滝園」の施設名は変わりませんが、

法人名は平成28年７月で社会福祉法人聖光

みのり会に変わります。

※同施設の住所・電話番号等は従来通り

で変更はありません。

施設長変更（敬称略）

＜情報サービス部会＞

◆青森県視覚障害者情報センター

新所長 工藤 幸雄（平成27年４月～）
くどう ゆきお

＜自立支援施設部会＞

◆盲人ホーム杉光園

新園長 髙 橋 喜美代（平成28年４月～）
たかはし き み よ

＜生活施設部会＞

◆盲養護老人ホームめぐみの園

新施設長 佐土原 護（平成27年12月～）
さ ど は ら まもる

各部会研修会・講習会、展示会開催

スケジュール（予定）

（１）点字出版部会職員研修会

期日：平成28年12月１日（木）～２日（金）

場所：佐賀市（佐賀ライトハウス）

（２）情報サービス部会各種講習会

①第7回情報機器等支援者講習会

期日：平成28年８月３日（水）～５日（金）

場所：大阪市（日本ライトハウス情報文化

センター）

②点字指導員講習会

（平成28年度点字指導員資格認定講習会）

期日：平成28年８月23日（火）～25日（木）

場所：岐阜市（じゅうろくプラザ）

③第35回音訳指導技術講習会

（第14回フォローアップ講習会）

期日：平成28年11月９日（水）～11日（金）

または11月29日（火）～12月1日（木）

場所：東京都内

（３）自立支援施設部会職員研修会

期日：平成28年11月予定

場所：未定

（４）生活施設部会施設長並びに

職員研修会

期日：平成28年11月24日（木）～25日（金）

場所：熊谷市（熊谷ライトハウス、その他）
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（５）盲人用具部会出展展示会

①愛知視覚障害者援護促進協議会創立35周

年記念事業ロービジョンフェア出展および

便利機器講座

期日：平成28年５月28日（土）～29日（日）

場所：名古屋市（愛知県医師会館）

②第43回国際福祉機器展H.C.R.2016出展

期日：平成28年10月12日（水）～14日（金）

場所：東京都（東京ビックサイト）

③第11回サイトワールド2016出展

期日：平成28年11月１日（火）～３日（木）

場所：東京都（すみだ産業会館サンライズ

ホール）

事務局からのお願い

弊誌では、日盲社協全会員施設の施設長

名等の変更を逐次掲載しています。また、

事務局では、充実したホームページにする

ため、こまめな更新に努めております。ホ

ームページの「部会別ページ」には、全会

員施設の法人名、施設名、住所・電話番号

・FAX 番号・E-mail アドレス、ホームペ
ージを持つ施設には、そのリンクをお願い

しています。

日盲社協のホームページをご覧になっ

て、間違いがないかどうか、ご確認・ご校

閲をお願いします。そして、誤りや変更が

ありましたら当事務局までご一報ください

ますよう、よろしくお願いいたします。

編 集 後 記

視覚障害者の読書に今やなくてはならな

い電子図書館の「サピエ」が、４月28日（木）

から５月16日（月）の19日間停止します。

そこで、今号にそのやむを得ない事情を、

日本点字図書館杉山館長と田中理事長に詳

しく寄稿していただきました。

このために本誌は、いつもより２週間ほ

ど早く発行することになりましたので、執

筆者の方々には、年度末の忙しい時期に大

変ご無理を申しあげました。しかし、それ

にも関わらず、ご協力いただきましたこと

に対して篤く御礼申しあげます。

本号の「日盲社協事務局だより」に「各

部会研修会・講習会、展示会開催スケジュ

ール（予定）」を掲載しました。

日盲社協事務局に以外に多い問い合わせ

事項だということです。口コミによるPRよ

ろしくお願いいたします。（福山）

情報提供のお願い

本誌に対する情報提供・要望・苦情・意

見・感想は、日盲社協広報委員長福山博宛、

メール（fukuyama@thka.jp）等でお送りく

ださい。お待ちしております。

『日盲社協通信』WEB版リリース

『日盲社協通信』が、平成23年（2011

年）11月号（通巻63号）から、日盲社

協のホームページにアクセスして、全

文を読むことができるようになりまし

た。こちらもご高覧ください。

http://www.ncawb.org/



第11回 視覚障害者向け総合イベント
ふれてみよう！ 日常サポートから最先端テクノロジーまで

サイ ト ワ ール ド 2016

サイトワールドは、最先端の技術・機器、日常用品、および、ユニバーサルデ

ザイン（ＵＤ）製品等の展示会、講演会、学会発表、フォーラム、体験会等が

催される、世界でも例を見ない視覚障害者のための総合イベントです。来場者

一人ひとりが主役です。

平成28年（2016年）

11月１日（火）、２日（水）、３日（木・文化の日）

午前10時～午後５時（11月３日は午後４時まで）

すみだ産業会館サンライズホール

（ＪＲ・地下鉄半蔵門線 錦糸町駅前 丸井錦糸町店８・９階）

東京都墨田区江東橋 3-9-10 墨田区丸井共同開発ビル

®

主催 社会福祉法人 日本盲人福祉委員会

サイトワールド実行委員会

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場1-29-7-401 (株)ラビット内

TEL：03-5292-5644 FAX：03-5292-5645
E-mail：sightworld-bj@gmail.com

日時

会場
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あなたの住んでいる街から東京へ 東京からあなたの住んでいる街へ

日盲社協加盟の同行援護事業所の連携で、安心・スムーズ・楽しく移動できます。

アイサポートならレッツゴーのレッツ・エンジョイTOKYO

東京の桜開花日が３月22日と発表されました。待って

ましたとばかりに、「桜の下での会食は昼もよし、夜

も良し」で桜の図柄の入った缶ビールがドンドン空い

ていきます。かわいらしいカップルや健康である喜び

を分かち合う家族、会社の夜桜鑑賞会と称して飲みに

ケーションを図る人々で賑わい、上野の西郷さんも寝

不足だとか。写真は上野交番横の大寒桜です。森山直

太郎さん歌う「さくら」をなぜか口ずさんでしまいま

せんか。春の光のやわらかさを求めて日盲社協レッツ

ゴー事業所のガイドヘルパーと散歩しませんか。

渋谷の待ち合わせ場所で有名なのはハチ公前です

が、宮益坂に出て東に向かいます（原宿方面）。

１本路地に入ると渋谷川に蓋をしてできた遊歩道の

キャッツストリートがあり、アウトドアのお店やフ

ァッション雑誌に掲載されているテナントが並んで

います。疲れたらカフェへどうぞ。どのお店も機能

性より外観重視で、お店の中でカラフルなシャツや

ニットベストがあなたを待っていますよ。

日盲社協レッツゴー事業所
TEL:03-6240-1714

http://www.lets-go.or.jp



本誌は、埼玉県民共済生活協同組合の

助成により作成したものです。


